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消費者3000名を対象としたWeb調査の実施

目的： 食習慣改善への意欲の有無などによる，日本版栄養プロ
ファイルモデル試案に基づく包装前面栄養表示や活用資
料へのニーズを把握する．

対象： 年齢は18～79歳
国勢調査の性別，年代，地域の分布を考慮
食習慣改善意欲の分布に偏りが生じないよう，令和元年
国民健康・栄養調査における回答と同程度の割合を各年
代で確保.

方法：回答者は活用資料を読み，日本版栄養プロファイルモデ
ル試案に基づく包装前面栄養表示や活用可能性などを
回答．食習慣改善に対する現在の気持の回答結果から，
改善意欲なし群（n=1187），改善意欲あり群
（n=1465），自分の食習慣に問題はない群(n=348)
の3群に分類し，回答状況を比較．



活用資料の一部



参加者特性



日本版栄養プロファイルモデル試案に基づく包装
前面栄養表示が自身の商品選択に及ぼす影響

χ2検定の結果，3群間で有意差あり（p <0.001）



まとめ

食習慣の改善意欲がある者は，栄養成分表示の参考頻度が高
かったが，同時に，より理解しやすい栄養成分表示へのニーズ
も高かった。

日本版 NP モデル試案に基づく包装前面栄養表示は，
食習慣の改善意欲がある者に広く受け入れられ，健康的
な食行動の実践に良い影響を及ぼす可能性が示された。

食習慣の改善意欲がない者は，栄養成分表示へのニーズが低く，
日本版 NP モデル試案に基づく包装前面栄養表示の活用は限
定的であることが示唆された。

無関心層の食行動を効果的に改善するためには，包装
前面表示に加えて，食品関連事業者に健康的な食品の
開発を促すといった他方面からの検討が課題である。


